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二
．�

議
事
の
経
過
の
要
領
及
び
議
案
別
の
議
決

の
結
果

　
　
第
１
号
議
案

　
　
　
㈠
令
和
５
年
度 

事
業
報
告

　
　
　
㈡
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件

　
　�

　
事
務
局
　
若
森
　
茂
　
説
明
。
監
事
　

番
　
清
彦
　
監
査
報
告
。
全
員
異
議
な
く
承

認
可
決
決
定
。

　
　
第
２
号
議
案

　
　
　
㈠
令
和
６
年
度 

事
業
計
画（
案
）及
び

　
　
　
㈡
収
支
予
算（
案
）承
認
の
件

　
　‌�

　
各
委
員
会
の
事
業
計
画
方
針
に
つ
い
て
、

理
事
　
藤
間
鋼
太
郎
、
理
事
　
畔
柳
健
一
、�

理
事
　
池
田
芳
明
、
理
事
　
橋
口
真
二
　
説

明
　
㈡
収
支
予
算（
案
）事
務
局
　
若
森
　
茂�

説
明
。�

全
員
異
議
な
く
承
認
可
決
決
定
し
た
。

　
　
第
３
号
議
案
　
会
費
分
担
額（
案
）の
件

　
　�

　
事
務
局
　
若
森
　
茂
　
説
明
。
全
員
異
議

な
く
承
認
可
決
決
定
。

　
　
第
４
号
議
案
　
役
員
補
欠
選
任
の
件

　
　‌�

　
理
事
　
道
端
順
治
、
理
事
　
中
崎
　
尚
、

理
事
　
峰
　
宏
　
の
３
名
辞
任
。
補
欠
選

任
に
よ
り
、
理
事
会
の
理
事
候
補
者
名
簿

（
案
）
を
諮
り
、
全
員
異
議
な
く
承
認
可
決

決
定
。

令
和
６
年
度 

通
常
総
会

　
当
協
会
の
令
和
６
年
度
通
常
総
会
は
、
６
月

６
日
㈭
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
３
階「
明
倫
」

に
お
い
て
開
催
。

　
午
後
４
時
４０
分
よ
り
若
森
事
務
局
長
の
司
会

に
よ
り
総
会
開
催
が
宣
言
。
閑
林
会
長
が
挨
拶
。

　
本
総
会
の
議
長
は
、
定
款
第
２２
条
の
規
程
に

よ
り
閑
林
会
長
が
議
長
に
就
任
。

　
出
席
６５
名
、
委
任
状
３７
名
、
合
計
１
０
２
名
。

現
在
の
社
員
総
数
１
１
８
名
で
あ
り
定
款
第
２３

条
の
規
程
に
よ
り
、
本
総
会
の
定
足
数
は
過
半

数
に
達
し
、
本
日
の
総
会
が
成
立
。

一
．
出
席
者
理
事
等

　
　
代
表
理
事
　
閑
林
憲
之

�

（
議
長
兼
議
事
録
作
成
者
）

　
　
理
　
　
事
　
谷
口
　
雅
之
・
辻
村
　
和
敏

　
　
　
　
　
　
　
村
川
　
恭
敏
・
若
森
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
芳
明
・
井
指
　
和
昭

　
　
　
　
　
　
　
今
井
　
　
満
・
大
場
　
章
晴

　
　
　
　
　
　
　
畔
柳
　
健
一
・
小
杉
　
俊
一

　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
直
樹
・
橋
口
　
真
二

　
　
　
　
　
　
　
波
多
野
宏
行
・
服
部
　
　
宏

　
　
　
　
　
　
　
福
間
　
俊
介
・
藤
間
鋼
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
舛
田
　
武
浩
・
水
野
　
則
康

　
　
　
　
　
　
　
三
輪
　
泰
久
・
渡
瀬
　
　
勝

　
　
監
　
　
事
　
番
　
　
清
彦
・
高
橋
　
誠
二

　
　
第
５
号
議
案
　
そ
の
他

　
　�

　「
特
に
な
し
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
、
議

事
は
全
て
終
了
。
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藤間委員長

田中理事

辻村副会長 乾杯 畑中副会長 中締め

橋口委員長

畔柳委員長

渡邉理事

番監事

閑林会長 挨拶

畑中副会長

谷口副会長 挨拶

池田委員長

通　常　総　会

新　役　員

懇　親　会
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文
化
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
野
球
大
会
　
４
月
６
日
㈯
よ
り

　
二
、
写
真
大
会
　
11
月（
予
定
）

　
三
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
　
２
月（
予
定
）

技
術
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、 

技
術
研
修
会
３
回

　
・
７
月
１８
日（�

１
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士�

１
次
試
験
対
策
）

　
・
８
月
２８
日（
メ
ー
カ
ー
説
明
会
）

　
・
１１
月
７
日（�

１
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士�

２
次
試
験
対
策
）

　
二
、
工
場
見
学
会

　
・
１０
月
３１
日

　
三
、
安
全
教
育
２
回

　
・
１１
月（
未
定
）（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
予
定
）

　
・
２
月（
未
定
）（
安
全
教
育
の
予
定
）

企
画
総
務
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
国
土
交
通
省
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催

　
二
、
自
治
体
主
催
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　
三
、
機
関
誌「A

ikuei

」発
行

　
四
、
独
占
禁
止
法
遵
守
委
員
会
の
運
営

　
五
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
運
営

　
六
、
通
常
総
会
の
運
営

　
七
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

経
営
委
員
会

〈
具
体
的
事
業
〉

　
一
、
入
札
・
契
約
制
度
に
関
す
る
情
報
の
集
約

　
二
、�

直
接（
分
離
）
発
注
・
陳
情
活
動
の
強
化

（
１１
月
中
旬
）

　
三
、�

会
員
及
び
賛
助
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化

　
四
、
新
年
互
礼
会
の
運
営
に
協
力

　
五
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
運
営
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令和６年度　　役　　員　　名　　簿

職　名 氏　名 会　社　名

会 長 閑　林　憲　之 閑林工業株式会社

副 会 長 畑　中　勝　美 ダイダン㈱名古屋支社

副 会 長 谷　口　雅　之 高砂熱学工業㈱名古屋支店

副 会 長 足　立　　　満 足立工業株式会社

副 会 長 辻　村　和　敏 辻村工業株式会社

副 会 長 村　川　恭　敏 村川設備工業株式会社

常務理事 若　森　　　茂 協会事務局

理 事 池　田　芳　明 株式会社トーエネック

理 事 井　指　和　昭 井指設備工業株式会社

理 事 今　井　　　満 今井設備工業株式会社

理 事 大　場　章　晴 大冷工業株式会社

理 事 畔　柳　健　一 日管㈱名古屋支店

理 事 小　杉　俊　介 東邦動力工業株式会社

理 事 田　中　慎　也 須賀工業㈱名古屋支店

理 事 野　村　直　樹 日本設備工業㈱名古屋支店

理 事 橋　口　真　二 ㈱朝日工業社名古屋支店

理 事 波多野　宏　行 三機工業㈱中部支社

理 事 服　部　　　宏 朋和設備工業株式会社

理 事 福　間　俊　介 新日本空調㈱名古屋支店

理 事 藤　間　鋼太郎 藤間工業株式会社

理 事 舛　田　武　浩 新菱冷熱工業㈱名古屋支社

理 事 水　野　則　康 ㈱テクノ菱和名古屋支店

理 事 三　輪　恭　久 日比谷総合設備㈱東海支店

理 事 渡　瀬　　　勝 ㈱中部名古屋支店

理 事 渡　邉　稔　幸 北嶋工業株式会社

監 事 高　橋　誠　二 綜合エンジニアリング株式会社

監 事 番　　　清　彦 川崎設備工業㈱　中部支社

相 談 役 澁　谷　春　壽 シブヤパイピング工業株式会社
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ス
ロ
ー
ガ
ン
　

令
和
６
年
度

全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目

　
　
　
　
そ
し
て
摘
み
取
る
危
険
の
芽

�

み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安
全
」

安
全
大
会

安
全
宣
言

　
建
設
現
場
か
ら
労
働
災
害
を
な
く
し
、
誰
も

が
安
全
に
健
康
で
作
業
で
き
る
快
適
な
職
場
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
、
建
設
業
に
従
事
す
る
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
真
剣
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。	

　
建
設
業
労
働
災
害
死
亡
者
は
、
長
期
的
に
は

着
実
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
働
く
方
々
の
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い

存
在
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
、

一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い
と
い
う
基
本
理
念

の
下
、
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
ち
得
る
よ

う
な
社
会
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
々
の
仕

事
が
安
全
で
健
康
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
不

断
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　
本
大
会
を
契
機
に
、
会
員
各
社
が
安
全
衛
生

活
動
並
び
に
安
全
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、

労
働
者
の
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
、

本
年
度
の
全
国
安
全
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
危
険
に
気
付
く
あ
な
た
の
目

　
　
　
　
そ
し
て
摘
み
取
る
危
険
の
芽
　

�

み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安
全
」

お
よ
び
、

　
愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
安
全
作
業
し
て
ま
す
か

　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
の
過
信
で
災
害
招
く

�

意
識
を
高
め
て
ゼ
ロ
災
害
」

に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

�

令
和
６
年
６
月
１
日

�

愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

令
和
６
年
度

愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
安
全
作
業
し
て
ま
す
か

　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
の
過
信
で
災
害
招
く

�

意
識
を
高
め
て
ゼ
ロ
災
害
」

令和６年度無災害表彰（順不同・敬称略）

アクシス総合設備㈱ アダチ設備サービス㈱

井指設備㈱ 今井設備工業㈱

浦安工業㈱名古屋支店 ㈱エバ

奥田設備工業㈱ 籠宮工業㈱

北嶋工業㈱ ㈱栄工業所

㈱佐藤水建 ㈱佐藤総合設備

三機テクノサポート㈱中部支店 ㈱サンコーエンヂニア

（合資）眞保工務所 新菱冷熱工業㈱名古屋支社

綜合エンジニアリング㈱ 第一工業㈱名古屋支店

ダイトー㈱ 中部管工事工業㈱

辻村工業㈱ 東邦動力工業㈱

㈱トキワ設備工業所 東洋工業㈱

㈱西原衛生工業所名古屋支店 ㈱日設東海支店

日本設備工業㈱名古屋支店 日本メックス㈱東海支店

ハヤカワ工業㈱ ㈱フクハラ

藤間工業㈱ 朋和設備工業㈱

丸水設備㈱ ミナト設備工業㈱

㈱吉田冷暖房工業所 菱和エアコン㈱

以上 36 社
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理
事
会

●
第
12
期（
第
６
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
３
月
７
日
㈭

［
場
　
所
］ 
ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

27
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
年
間
事
業
計
画

　
二
、
通
常
総
会

　
三
、
役
員
人
事

　
四
、
令
和
８
年
度
日
空
衛
全
国
会
議
開
催

　
五
、
親
善
野
球
大
会
の
開
催

　
六
、
能
登
半
島
地
震
義
援
金
の
報
告

●
第
12
期（
第
７
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
５
年
５
月
14
日
㈫

［
場
　
所
］ 

ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

27
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

●
第
12
期（
第
８
回
）理
事
会

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
７
月
11
日
㈭

［
場
　
所
］ 

ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］ 

26
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
三
、
技
能
五
輪
競
技
補
佐
員
推
薦

　
四
、�

名
古
屋
市
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
く
防

災
訓
練
の
実
施

　
五
、
第
９
回
愛
知
空
衛
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

委
員
長
会

●
第
12
期（
第
４
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
２
月
13
日
㈫

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

13
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
年
間
事
業
計
画

　
二
、
通
常
総
会

　
三
、
役
員
人
事

　
四
、
能
登
半
島
地
震
義
援
金
の
報
告

　
五
、
令
和
８
年
度
日
空
衛
全
国
会
議
開
催

　
六
、
親
善
野
球
大
会
の
開
催

　
七
、
建
築
設
備
技
術
者
協
会
か
ら
後
援
依
頼

●
第
12
期（
第
５
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

平
成
６
年
４
月
18
日
㈭

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

12
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
役
員
人
事

　
三
、�

名
古
屋
市
災
害
協
定
に
基
づ
く
避
難
所

の
会
員
割
り
当
て
の
変
更

　
四
、
親
善
野
球
大
会
の
開
催

●
第
12
期（
第
６
回
）委
員
長
会
議

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
６
月
11
日
㈫

［
場
　
所
］ 

協
会
会
議
室

［
出
　
席
］ 

10
名

議
事 

「
協
議
事
項
」

　
一
、
通
常
総
会

　
二
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
三
、
技
能
五
輪
の
競
技
補
佐
員
協
力
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～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

●
技
術
部
会

「
一
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
　
一
次
試
験
対
策
講
習
会
」

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
７
月
１８
日
㈭

［
場
　
所
］ 

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［
講
　
師
］ 

㈱
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
　
技
術
グ
ル
ー
プ

�

担
当
課
長
　
林
　
哲
也
氏

［
参
　
加
］ 
41
名

「
メ
ー
カ
技
術
講
習
会
」

［
日
　
時
］ 

令
和
６
年
８
月
2８
日
㈬

［
場
　
所
］ 

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［
出
　
席
］ 

40
名

［
テ
ー
マ
］ 

一
部

　�

ダ
イ
キ
ン
が
考
え
る
Ｇ
Ｌ-

20
へ
の
対
応�

  

講
師 

ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱�

佐
野
達
郎
様

二
部

　�「
ビ
ル
用
マ
ル
チ
型
エ
ア
コ
ン
の
冷
媒
変
更
に
向
け
た

Ｒ-

32
ガ
ス
漏
洩
」�

  

講
師 

新
コ
ス
モ
ス
電
機
㈱�

�

渡
辺
大
、
栗
原
徹
平
様

三
部

　�「
固
体
伝
搬
音
と
ク
レ
ー
ム
対
策
に
つ
い
て
」�

  

講
師 

特
許
機
器
㈱�

平
松
久
弥
、
平
田
哲
也
様

四
部

　�「
給
湯
器
の
変
患
　
省
エ
ネ
＆
お
湯
に
付
加
価
値
を
追
求
し
て
」�

  

講
師 

リ
ン
ナ
イ
㈱�

寺
澤
武
典
様

五
部

　�「
配
管
の
凍
結
工
法
に
つ
い
て
」�

  

講
師 

㈱
ソ
エ
ダ�

田
中
佑
太
、
加
藤
慎
也
様
様

技
術
研
修
・
講
習
会

会場

林哲也 講師
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～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

佐野達郎 講師

田中佑太 講師

平松久弥 講師

凍結工法 デモ

渡辺大 講師

佐々木技術部会長

寺澤武典 講師

9



オ
ー
タ
ケ

三
建
設
備
工
業

Ａ
Ｇ

松
本
テ
ク
ニ
コ

浦
安
工
業

足
立
工
業

ソ
エ
ダ

三
機
工
業

シ
ブ
ヤ
パ
イ
ピ
ン
グ
工
業

森
松
工
業

北
嶋
工
業

大
冷
工
業

テ
ク
ノ
菱
和

太
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

冨
士
機
材

ダ
イ
ト
ー

矢
留
工
業

東
朋
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

須
賀
工
業

日
比
谷
総
合
設
備

高
砂
熱
学
工
業

川
崎
設
備
工
業

朝
日
工
業
社

日
本
設
備
工
業

ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

米
津
物
産

不戦負

0

3

7

9 3

3 1 1

1 1

32

オータケ

米津物産

米津物産

日比谷総合
設備

不戦勝不戦負

不戦勝

5 8 218 66 675

4

オータケ大冷工業

20 37 5 6 72

4

6

オータケ東朋
テクノロジー

東朋
テクノロジー

三建設備
工業

三建設備
工業

東朋
テクノロジー

太平
エンジニアリング

6 1

じゃんけん

じゃん
けん

ＡＧ

3 2

07 6 13 13 311

16

21 12

― 第32回 愛空衛親善野球大会 ―
主　催：（一社）愛知県空調衛生工事業協会
協　賛：建通新聞社 / 日刊建設工業新聞社 / 日刊建設通信新聞社

優勝 ㈱オータケ

５月18日　試合結果

準決勝

西区洗堰Ｂ

オータケ 9×3 三建設備工業

西区洗堰C

米津物産 3×4 東朋テクノロジー

決勝

西区洗堰C

東朋テクノロジー 6×7 オータケ
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優勝

最優
秀選手

株式会社オータケ

「愛空衛親善野球大会優勝」を目標に掲げ、2020 年に部を結成しました。

コロナ渦もあり、なかなか活動する事が出来ない中、初出場の昨年は 3回戦敗退。

今大会は昨年の雪辱を果たすべく、オータケ一丸となり一戦必勝で戦ってきました。

その結果、優勝という最高の形で大会を終えられたことを大変うれしく思っております。

また社内の親睦を深めるいい機会となりました。本大会の開催にご尽力頂いた関係者の皆

様に感謝申し上げます。

来年は「連覇」を目指し、参加させて頂きたいと思っております。

最優秀選手賞

株式会社オータケ 明石 一清 選手

本大会の最優秀選手賞を頂けて大変光栄です。全試合、相手チームの粘り強さに苦戦しながら

なんとか優勝することが出来ました。私自身も相手に負けないように、チームに貢献したいとい

う強い思いが最優秀選手賞に繋がったと思います。そしてグラウンドでプレーしている選手だけ

でなく、応援頂いたオータケ社員全員で掴み取った勝利です。

来年は更に熱意をもって試合に挑み、オータケ全員で連覇を目指します。

ありがとうございました。

11



敢闘
選手

準優勝

３位 ３位

敢闘選手

稲垣　貴之 選手

今大会はチームメイトの協力もあり、

敢闘賞を頂きありがとうございました。

個人としては久しぶりに参加をさせて頂

き、チームも久しぶりに決勝戦まで進み

素晴らしい大会となりました。チームも

若返りが進んでおりますが中堅？ベテラ

ン？の意地を見せることができたかと思

います。来年もメンバーとして優勝を目

指したいと思います。暑い中頑張って頂

いた運営の皆様・選手の皆様、お疲れ様

でした。

ありがとうございました！

思い起こせば約 10 年ぶりくらいだと思いますが、当時は 3連覇

させて頂いた以来の決勝進出でありました。30 度の夏日の中、久

しぶりに熱く燃えた白熱した試合でした。選手はもちろん応援団も

頑張りましたが、健闘むなしくあと一歩のところでした…

　次年も、その頂点を目指して致団結し参加させて頂こうと思って

おります。

本大会の開催に際し、ご尽力された愛空衛の関係方々、本当に有

難うございました。

東朋テクノロジ―株式会社

三建設備工業株式会社

暑い中で開催された野球大会は、選手たちにとって

過酷な環境でしたが、全員が一丸となって努力し、見

事に三位入賞を果たしました。野球経験者も少なく、

あわただしい場面はありましたが、チームワークの光

るプレーが多く見られ、選手たちの結束力を感じまし

た。また、応援してくださった皆様の声援が大きな力

となり、暑い中でも最後まで頑張ることができました。

来年もまた参加させていただくことを楽しみにして

います。

米津物産株式会社

この度は、株式会社オータケ様、優勝おめでとうご

ざいます。また、本大会の運営に際し、連日の暑い中、

ご尽力された関係者様に感謝申し上げます。

目標であった「Ｖ２」には残念ながら届きませんでし

たが、第３位という結果を残すことができました。

今大会は初戦から追いかける展開の試合が多く、苦

労をしましたが何とか最終日までコマを進める事が出

来、満足をしております。

来年度も関係各社様との交流を図りつつ、優勝を目

指して参加させて頂きたいと思います。
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スタッフ

橋口委員長 挨拶
優勝旗返還

始球式 選手宣誓
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― 第34回 写真大会 ―

日　程：令和５年11月11日㈯
場　所：「岐阜城及び金華山周辺」
参　加：12名

第 34 回　写真大会審査会

「令和６年３月６日㈬ 写真大会の審査会」

場　所　大嶋宅

審査員　全日本写真連盟　中部支部

　　　　顧問　大嶋 武夫　様

結　果
● 課題

　金賞　笠井　大翔　（因幡電機産業㈱）
　銀賞　今井　達也　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　銅賞　等々力靖幸　（須賀工業㈱名古屋支店）
　佳作　高橋　　修　（足立工業㈱）
　佳作　伊藤　友亮　（閑林工業㈱）
　佳作　桐山　智春　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　佳作　原　　太一　（松本テクニコ㈱）
　佳作　加藤　大智　（松本テクニコ㈱）

● 自由

　金賞　伊藤　友亮　（閑林工業㈱）
　銀賞　竹本　愛美　（須賀工業㈱名古屋支店）
　銅賞　桐山　智春　（三建設備工業㈱名古屋支店）
　佳作　宮地　成光　（足立工業㈱）
　佳作　入谷　崇之　（閑林工業㈱）
　佳作　澁谷　春壽　（シブヤパイピング工業㈱）
　佳作　等々力靖幸　（須賀工業㈱名古屋支店）
　佳作　内山　裕太　（須賀工業㈱名古屋支店）
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課 題

金賞　笠井　大翔　（因幡電機産業㈱）

岐阜城ズバリでなく画面左側に程よい大きさに配し右側には遠近感をだすため

に木を配した構図はとても良い。

訪れたい場所です。

苔むした落ち葉のある静寂漂う公園　素敵ですね。

何度でも行きたくなる心の休まる場所ですね。

良く繁盛している茶店の雰囲気が伝わってきます。

少し風に揺れる赤いおでんの旗、歩いてくる子供。

シャッターのタイミングが抜群に良いです。

銀賞　今井　達也
（三建設備工業㈱名古屋支店）

銅賞　等々力　靖幸
（須賀工業㈱名古屋支店）

大嶋 武夫
審査員コメント
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自 由

金賞　伊藤　友亮　（閑林工業㈱）

夏の夜空を彩る大輪の花「花火」。

撮影するのが難しい被写体であるが上手くまとめている。

風向き、露出、色調を良く考えて撮らないと失敗する被写体でもある。

この作品は素晴らしい。

大嶋 武夫
審査員コメント

一瞬置物の猫かと思う程である。

白いバックに色調を茶色にまとめ造形的にしており

ずっと見ていても飽きない作品です。

額に入れて飾っておくといいですよ。

キュウリの葉と思われる上にアマガエルがチョコット

休息しているのか、それとも獲物を待っているのか、可

愛らしい写真です。

銀賞　竹本　愛美
（須賀工業㈱名古屋支店）

銅賞　桐山　智春
（三建設備工業㈱名古屋支店）
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アクアリウム

キッズスペース

ジオラマとよた記憶トラベル

セミナールーム

とよたストーリー

［表紙／概要］

豊田市博物館
　所在地：愛知県豊田市小坂本町 5-80

概　要
　豊田市博物館は、豊田市の歴史と人々の暮らし、それら
を取り巻く自然について知ることができる総合博物館とし
て令和 6年 4 月 26 日に開館しました。運営コンセプトは
「みんなでつくりつづける博物館」。博物館に幅広い人々が
集い、交流し、さまざまな活動をとおして「地域の歩みを
うけつぎ、その魅力をさぐり、豊田市の人と未来をつくる」
ことを目指しています。

施工者
設　計：（建築）株式会社坂茂建築設計
施工者：（建築）�清水・トヨタT＆S・三栄建設共同企業体
　　　　（空調）�三建・三河建設共同企業体

工事期間 2021 年 12 月～ 2024 年 3 月

［建築概要］
敷地面積：約 40,000㎡  建築面積：約 4,500㎡
延床面積：約 7,800㎡   階数：地上 4階
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むかしの家と土蔵

情報発信コーナー

集合展示

体験室

〒460-0003　名古屋市中区錦一丁目7番31号 山田ビル3階
TEL. （052）253 - 7837� FAX. （052）253 - 7838
一般社団法人　愛知県空調衛生工事業協会

堀　

川

愛知空衛協会
都
心
環
状
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

桜　　通

伝馬町通

丸の内駅丸の内駅国際センター駅国際センター駅

伏見駅伏見駅

10番出口10番出口

御園小学校御園小学校

泥江懸神社泥江懸神社
袋町通

錦　　通地下鉄東山線地下鉄東山線

地下鉄桜通線地下鉄桜通線

御 園 通仲ノ町通木挽町通

本重町通

一般社団法人 愛知県空調衛生工事業協会■ 編集後記 • • • • • • • • • • • • • • 

4 年に 1 度のオリンピックが 7 月 26 日
から 8 月 11 日までの 17 日間、フランス
のパリを中心に開催された。

日本は前回（東京開催）に続いて金メダ
ル数で米国、中国に次ぐ世界 3 位。

銀 12、銅 13を合わせた総数は 45 個で、
金メダル数、総数とも海外開催の五輪では、
最多だった。特に、柔道、体操、レスリン
グなど従来の有望競技に加え、初老ジャパ
ンの馬術やセーリング、近代五種、フェン
シングでも表彰台に立った。

以前から欧米が強く、叶わなかった種目
に、競技人口を増やし、強化することによっ
て、日本でもメダル獲得となった。

令 和 8 年（2026 年）には、 愛知県にて、
オリンピックに次ぐスポーツイベントである第
20 回アジア競技大会が 9 月19 日（土）から
10 月 4 日（日）まで、第 5 回アジアパラ競技
大会が 10 月18 日（日）から24 日（土）まで
開催されます。ぜひとも、愛知大会を成功させ、
日本選手の活躍に期待したい。

当協会は、講習会など様々な事業を企画
しております。是非、活用ください。

今後の皆様のご健勝とご多幸をお祈り申
し上げます。

 事務局　若森
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